
「汚泥のサンプリング方法」（平成 23 年６月 27 日付け 23 消安第 1939 号消費・安全局農産安全管理課長通知 別紙）一部改正新旧対照表 
（下線部分は改正部分）

改正後 改正前

原料汚泥等のサンプリング方法 

原料汚泥等の検査を行うに当たり、ロットの代表となる試料を採取す

ることが重要である。これまでの科学的調査により以下の簡易な方法で

も精度の良いサンプリングが可能である。表示等注意すべき事項も記載

したところであり、以下参照ありたい。 

１ （略） 

２ サンプリング方法の選定、サンプリング場所の指定 

次の２つの簡易な方法でサンプリングが可能。 

（１）簡易トップサンプリング法

たい積された１ロットの原料汚泥等の表層のランダムな位置から

必要数の４箇所インクリメントスコップで採取。 

（２）簡易コンベアサンプリング法

原料汚泥等がコンベア上を流れて移動している場合に、１ロットの

移動中に一定時間間隔で４回インクリメントスコップで採取。 

サンプリング方法の具体的な事例

１．簡易トップサンプリング法 

①トラックの荷台上に積み込まれた原料汚泥等１ロットの表層

汚泥のサンプリング方法 

汚泥の検査を行うに当たり、製品のロットの代表となる試料を採取す

ることが重要である。これまでの科学的調査により以下の簡易な方法で

も精度の良いサンプリングが可能である。表示等注意すべき事項も記載

したところであり、以下参照ありたい。 

１ （略） 

２ サンプリング方法の選定、サンプリング場所の指定 

次の２つの簡易な方法でサンプリングが可能。 

（１）簡易トップサンプリング法

たい積された１ロットの汚泥の表層のランダムな位置から必要数

の４箇所インクリメントスコップで採取。 

（２）簡易コンベアサンプリング法

汚泥肥料がコンベア上を流れて移動している場合に、１ロットの移

動中に一定時間間隔で４回インクリメントスコップで採取。 

サンプリング方法の具体的な事例

１．簡易トップサンプリング法 

①トラックの荷台上に積み込まれた汚泥肥料１ロットの表層
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のランダムな４箇所から採取。 

②倉庫のたい積させた原料汚泥等１ロットの表層のランダムな

４箇所から採取。 

③ （略） 

 

２．簡易コンベアサンプリング法 

① （略） 

②１ロットの原料汚泥等をホッパーから排出しているときに一

定間隔で４回採取。 

 

 

３・４ （略） 

 

５ 試料の表示 

採取した試料は他の試料と混同しないように、下記事項等を表示する

こと。 

（削る） 

（削る） 

（１）～（５） （略） 

 

６・７ （略） 

のランダムな４箇所から採取。 

②倉庫のたい積させた汚泥肥料１ロットの表層のランダムな

４箇所から採取。 

③ （略） 

 

２．簡易コンベアサンプリング法 

① （略） 

②１ロットの汚泥肥料をホッパーから排出しているときに一

定間隔で４回採取。 

 

 

３・４ （略） 

 

５ 試料の表示 

採取した試料は他の試料と混同しないように、下記事項等を表示す

ること。 

（１） 肥料の名称 

（２） 生産年月日 

（３）～（７） （略） 

 

６・７ （略） 

附則 
この通知は令和５年 10月１日から施行する。 


